令和７年度　第５回　
春の歌運営推進会議　報告書

日 　　　　 時： 令和８年１月１５日（木） １３：３０～１４：３０
場 　　　　 所： 春の歌

１．報告事項
〇基本情報
	法　人　名
	株式会社縹色

	事 業 所 名
	春の歌

	住　　　所
	札幌市北区拓北4条3丁目12番16号

	電話/FAX
	０１１－７９２－５８６０/０１１－７９２－５８６２

	事 業 所 番 号
	０１９０２０２３３３

	事 業 種 別
	指定介護予防小規模多機能型居宅介護・指定小規模多機能型居宅介護

	事業開始年月日
	令和5年11月１日

	登録定員
	１８名（営業日/問い合わせ：365日/9:00～18:00）

	通い定員
	１日９名まで（提供時間：9:30～16:00）

	泊り定員
	１日３名まで（提供時間：16:00～9:30）

	訪問対応
	24時間対応

	職員数
	常勤4名（兼務2名、専従2名）、非常勤５名（うち看護師1名）



〇出席者 
	市町村職員
	0名
	知見を有する者
	２名
	地域住民・地域団体
	２名

	利用者
	０名
	利用者家族
	０名
	地域包括支援センター
	０名

	近隣事業所
	０名
	事業所職員
	１名
	その他
	０名



（１）利用者の状況　（令和８年１月１５日現在）
〇登録者数及び男女比（平均年齢　83歳）
	[bookmark: _Hlk166161543]月
	4
	5
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	登録者数
	１５
	１５
	１６
	１７
	１７
	１７
	１７
	１７
	１６
	１６
	
	

	男性
	４
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	４
	４
	
	

	女性
	１１
	１０
	１１
	１２
	１２
	１２
	１２
	１２
	１２
	１２
	
	



〇地域 
	[bookmark: _Hlk198059597]月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	拓北
	3
	2
	２
	３
	３
	３
	３
	２
	１
	１
	
	

	あいの里
	4
	5
	５
	６
	６
	６
	６
	７
	７
	７
	
	

	篠路
（篠路町上篠路）
	5
	5
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	
	

	太平
	2
	2
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	
	

	百合が原
	1
	1
	１
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	

	東茨戸
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	



〇要介護度 （平均介護度　2）
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	要支援１
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	

	要支援２
	0
	1
	１
	１
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	
	

	要介護１
	5
	4
	４
	３
	３
	３
	３
	３
	２
	２
	
	

	要介護２
	6
	7
	６
	６
	６
	６
	６
	７
	７
	７
	
	

	要介護３
	2
	2
	２
	４
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	
	

	要介護４
	1
	1
	１
	１
	１
	１
	１
	０
	０
	０
	
	

	要介護５
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	

	申請中
	1
	0
	２
	２
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	



（2）活動報告
	１１月～１２月
	・春の歌ヨガ（第１火曜日）　・春の歌麻雀（月水土）　・鶏にごはん届ける
・制作活動　・誕生会　・冬至　・クリスマス　
・外出（コストコ、カラオケ）

	１月
	・春の歌ヨガ（第１火曜日）　・春の歌麻雀（月水土）　・鶏にごはん届ける
・制作活動　・誕生会　


※１１月は前回の運営推進会議後。
☆その他、暮らしの中で行っていること☆
・お茶入れ、調理、おやつ作り、配膳、食器洗い、洗濯干し、洗濯たたみ、掃除、洗車
・雑巾縫い、生け花、
・買い物（商品選び、セルフレジで会計）
・資源ごみをまとめリサイクルセンターへ持ち込み
・フットケア、アロマハンド、アロマ

春の歌と地域のかかわり・地域に出向いて本人の暮らしを支える取り組み
・月1回、認知症介護者の集い（他事業所のケアマネと共同で開催）

（３－１）事故及びヒヤリハットの報告
	日付
	内容
	対応
	再発防止

	R７.11.22

	【転倒リスク】通い
散歩中、雪に足を取られて体勢が崩れた
	支えて転倒を防いだ
	道路状況に合わせて移動介助をする

	R７.12.2

	【誤薬リスク】訪問
薬カレンダーに入っている薬がずれていると勘違いして次の日に入れ直した
	通いの帰り送迎の職員が元に戻した
	薬カレンダーに入っている薬がずれているように見えたため、袋の中に入っている状態を曜日と朝昼夕のポケットに正しく入っているか確認

	R７.12.5

	【紛失リスク】訪問
キーボックスの鍵を戻した際に、しっかりふたが閉まっていなかった
	次に訪問した職員が気づき、蓋をしっかり閉めてロックした
	鍵を戻した際に、しっかりロックがかかっているかまで確認する

	R７12.6

	【転倒リスク】通い
トイレに行こうとした利用者を利用者が支えて移動しようとした
	職員が気づき、すぐに対応を変わった
	台所で作業中で気づくのが遅れた。利用者の様子を見ながら他の作業にあたる

	R７.12.12
	【誤薬リスク】通い
預かった昼薬が所定の位置になかった。
	個別に薬を入れるジップロックの入った引き出しに薬が入った状態で入っていたのを見つける
	預かった人がチェックをして所定の位置に置く。別の人が確認をし,ダブルチェックをする

	R７.12.16
	【転倒】通い
ラジオ体操中にバランスを崩した
	痛みの確認。家族への連絡。経過観察
	横に職員がついていたが、逆の方向にバランスを崩した。支えられる位置につくようにする

	R7.12.18
	【転落リスク】通い
椅子に座った状態で物を取ろうとした際にずり落ちる
	側にいた職員が支えて衝撃を和らげた。
	椅子の上の座布団がずれたため、座布団の下に滑り止めを設置。ひじ掛けの椅子に座ってもらうようにする

	R7.12.31
	【誤薬リスク】通い
服薬したはずの薬が膝の上に落ちていた
	気づいて服用してもらった
	飲み込み確認不足のため、飲み込んだことまで確認する



· 感染症報告（ノロウィルス）
・R7.12.24　通いの利用者が嘔吐。その後、数日間の間に利用者５名、利用者家族3名、職員3名に下痢嘔吐の症状確認。（うち、利用者２名、利用者家族１名が入院）
・R7.12.26　ノロウィルスの診断出た人を確認。利用者、家族へ周知。通い、訪問の利用調整。
・R7.12.27「社会福祉施設等における感染症又は食中毒が疑われる者等の発生報告書」を札幌市保健所へ提出。
・R8.1.5　札幌市保健所から電話。報告と電話での聞き取りにて収束の確認。追加報告なし。

（３－２）ハッピーホット報告
	日付
	どんなハッピーがあったか
	なぜハッピーになった？
	そのハッピーをどう広げる？

	R７.12.30

	ノロウィルス感染者が増えた際、拡大防止策として訪問時間を短くした方がいいと職員から提案があった
	感染拡大防止する意識が素晴らしい。その場にいた職員で意見を出し合うきっかけになった！
	今後の対策としても、みんなで意見を出し合い、次に繋げる

	R７.12.31

	独居の方が入院し、自宅の水道凍結の危険に気づいた職員から声が上がり、水落しをするために入院中の本人と大家さんに連絡を取り対応した
	気温低下していることに気づき、入院した方の暮らしに目が向けられていることが素晴らしいと思った。
	入院したその人が元気に退院してくるまでが春の歌の支援だということをみんなで共有



（4）職員研修参加状況
	日付・場所
	研修名
	主催者
	参加者

	R7年11月15日（土）
かでる２．７
	北海道プライマリ・ケアフォーラム
	日本プライマリ・ケア連合学会北海道ブロック支部
	杉本香陽

	R7年11月29日（土）
ZOOM
	令和7年度　主任介護支援専門員　フォローアップ研修会
	一般社団法人北海道総合研究調査会
	杉本香陽

	R7年12月18日（木）
春の歌

	緊急時の対応に関する研修
	内部研修
	全職員

	R8年1月13日（火）
春の歌
	業務継続（BCP・感染症）に係る研修
	内部研修
	全職員



（5）委員会実施状況
	R7年11月11日（火）
	身体拘束廃止委員会

	R7年１2月18日（木）
	高齢者虐待防止委員会



（６）事業所の地域参加
	R7年12月16日（火）
	ケア施設町内会（鬼塚・杉本）

	R8年1月6日（火）
R8年1月9日（金）
	介護職員初任者養成講座、施設見学及び実習の受け入れ
（北海道札幌あいの里高等支援学校3年生）



２．外部評価
・意見をいただいた。「地域からの評価（地域かかわりシート②結果まとめ様式）」を作成し、それに基づき「小規模多機能型居宅介護サービス評価総括表」を作成します。
・評価の公表は次回、運営推進会議で行い、ホームページに掲載いたします。

３．地域の情報提供
・拓北公園側の貯水池では災害時に給水が受けられる。（KHさん）
・民生委員と介護事業所との連携は図る必要あると思うが、介護サービスが入ると民生委員が入らなくていいことになっている。介護サービスが入っていない時、地域の人で支える仕組みになっていないといけないと考えるが・・・。入ってはいけないということはないので、介護サービスが入っていても民生委員の仕事をしていいと思うので、事業所側からコンタクトを取るのはいい。（Tさん）
・地域福祉勉強会「はじめての人生会議：もしもの話しを元気なうちに」の告知（SHさん）

４．質疑応答
・ノロウィルスについて。症状出た人と接触した職員の対応は決まっているのか。訪問先であれば、その場で事業所に連絡をし指示を仰ぐとか、身に着けていたものをどうするか決めて置く必要がある（SHさん）⇒今回、感染症拡大後に振り返りと今後の対策を話し合った。訪問先から事前に連絡をすることまでは決めていなかった。改めて、症状のある方と接した後の対応について話し合います。（春の歌）
・ノロウィルスについて情報提供。爆発的にノロウィルスが広がった地域があり、その中で１事業所だけが感染者がでなかった。他の事業所と何が違うのか調査したところ、日頃から「換気」と「拭き消毒」をしていたことが他の事業所と違うことがわかった。通年、その対応は大変だと思うが、冬だけでも行うといい。また、手指消毒の方法が間違っている病院や事業所がある。正しく理解してほしい。（SHさん）⇒換気と拭き消毒の実施、手指消毒の方法を共有します。（春の歌）
・ノロウィルスについて。消毒範囲を半径２メートルとされているが過信しすぎない方がいい。ウィルスは人が運ぶこともある。（KHさん）⇒春の歌は戸建て住宅で狭い空間のため半径２メートルというと居間全部と考えられ、建物全体の消毒になります。人が運ぶということへの対策も必要との認識になりました。（春の歌）

次回開催 
令和７度 第６回春の歌運営推進会議は、３月1９日（木）１３：３０から開催いたします。
